都道府県名を確実に覚える授業　　　大和市立文ヶ岡小学校　秦

＜対象＞　5年生程度　一度都道府県名にざっと触れているくらい

＜単元について＞

　都道府県名の４割は3年生までに習う配当漢字だけで書くことができる。

　また、中学以降に習う都道府県名の漢字は、次の１９文字だけである（丸数字は画数）。

　井④沖⑦岐⑦佐⑦阪⑦岡⑧阜⑧奈⑧香⑨茨⑨栃⑨埼⑪崎⑪鹿⑪媛⑫滋⑫熊⑭潟⑮縄⑮
しかもこの中には、比較的画数が少なく覚えやすい「井」「沖」「佐」等の漢字も含まれる。本当に書くのが難しい漢字は１０文字前後である。

　したがって、小学校低学年で習う漢字のつく都道府県名から確実におぼえさせていけば、半数程度の都道府県名は誰でも読めるだけでなく書けるようになるのである。

　本授業では、子どもたちに読めるだけでなく都道府県名は確実に書けるようになるという実感をもたせることをねらっている。

＜目標＞

　都道府県名の5割程度が読み書きできるようになる。

＜展開＞

今日は、都道府県名を確実に覚える授業をします。※都道府県名地図を用意。

【指示１】実は1年生の漢字だけで書ける県が３つあります。

　　　　　ノートに書き出しなさい。時間は１分。

【指示２】一つでいいから書けた人は立ちなさい。

　　　・つぎつぎに指名して言わせる。あっていたら大いにほめる。

　　　　正解は次の３つ。青森県、石川県、山口県。

　　　　地図上で位置を全員で確認し、ノートに書く練習を１〜２回させる。

【発問１】では、２年生までの漢字だけで書ける都道府県はこの他にいくつあると思い

　　　　ますか。ノートに「○つ」と書きなさい。

　　　・全員で（挙手により）予想数を確認する。

　　　・ここで漢字配当表を素早く配る。

　　　・正解を言う。「正解はなんと８つです」

【指示３】今配った表をみていいです。８つすべてを探しなさい。時間は３分、始め。

　　　・正解は岩手、秋田、山形、大分、東京、長野、高知、北海道。

　　　・つぎつぎに指名し、一つずつ言わせる。合っていたら「正解」「すばらしい」と

　　　　いうようにほめる。

　　　・８つ出尽くしたあたりで、今度は指名して板書させる。正解を確認し、大いに

　　　　ほめながら丸つけする。

　　　・東京の都、北海の道を押さえる。後は県。

　　　・ここでも地図上で位置を全員で確認。その後ノートに書く練習を１〜２回させ

　　　　る。

【指示４】実は３年生までにならった漢字だけで書ける都道府県もあと８つあります。

　　　　　探しましょう。表や地図をみていいです。今度はまわりの人と協力してもい　

　　　　　いですよ。

　　　　　時間は５分。始め。

　　　・正解は、京都、鳥取、広島、福島、島根、和歌山、千葉、三重。

　　　・指示３と同様、答え合わせし板書させ、場所も確認し書く練習もさせる。

　　　・正解者はおおいにほめる。

【指示５】さあ、ここまでで探した県がかけるようになったかテストしますよ。

　　　　　全部3年生までの漢字です。がんばってください。

　　　・概ね緯度の高い都道府県から順によみあげる。番号も読む。

　　　・クラスの実態によってはひらがなで板書もする。

　　　・「都道府県」の文字は必ず板書しておく。

　　　　　①北海道　②青森県　③秋田県　④岩手県　⑤山形県　

　　　　　⑥福島県　⑦石川県　⑧長野県　⑨千葉県　⑩東京都　

　　　　　⑪京都府　⑫鳥取県　⑬島根県　⑭三重県　⑮広島県　

　　　　　⑯山口県　⑰和歌山県　⑱高知県　⑲大分県

　　　・①から順に答えを書かせ、各自に丸付けさせる。隣り同士で確認も。

　　　・一問５点の減点法で採点させる。１９全部あっていたら100点。１つまちがえ

　　　　たら９５点・・・とする。

ここまでで１時間か

その後の展開は思考中

【指示６】今度はスペシャルです。６年までの漢字だけで書ける県があと６つ

　　　　　あります。探しましょう。友達と協力していいです。

【指示７】中学以降で習う漢字のところにも２つの県がかくれています。

　　　　　探しましょう。　

　　　　　※ここまでで２７／４７

ここから先が難しい。

中学以降の漢字で比較的画数の少なくよく目にする「井」「沖」「佐」「奈」「香」の

５文字あたりを練習し、その文字がつく県をみつけさせるのがよいか。

☆是非、確実に■覚えられる■書ける■場所もわかる　実践の工夫を！

